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平成 16 年 3 月期中間期業績予想の修正に関するお知らせ 
 
 
 

平成 16 年 3 月期中間期（平成 15 年 4 月 1 日～平成 15 年 9 月 30 日）の業績予想につきまして、単体

の売上高予想が平成 15 年 5 月 16 日公表値を 10％以上下回る見込みとなったため、業績予想を次の通り

修正いたします。 
 

１．平成 16 年 3 月期中間期業績予想(連結)数値の修正（平成 15 年 4 月 1 日～平成 15 年 9 月 30 日） 
（単位：百万円） 

 売上高 経常利益 当期純利益 
前 回 発 表 予 想 ( A ) 
( 平 成 1 5 年 5 月 1 6 日 発 表 ) 97,000 4,500 3,500 

今 回 修 正 予 想 ( B ) 88,000 3,800 3,200 

増   減   額 ( B － A ) △9,000 △700 △300 

増   減   率 ( % ) △9.3% △15.6% △8.6% 

前期(平成 15 年 3 月期中間期)実績 118,016 2,301 863 
 
２．平成 16 年 3 月期中間期業績予想(単体)数値の修正（平成 15 年 4 月 1 日～平成 15 年 9 月 30 日） 

（単位：百万円） 
 売上高 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想 ( A ) 
( 平 成 1 5 年 5 月 1 6 日 発 表 ) 72,000 3,000 2,500 

今 回 修 正 予 想 ( B ) 63,000 3,800 2,600 

増   減   額 ( B － A ) △9,000 800 100 

増   減   率 ( % ) △12.5% 26.7% 4.0% 

前期(平成 15 年 3 月期中間期)実績 85,888 △403 △1,007 
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３．修正の理由 

単体の売上高予想が本年 5 月 16 日公表値を 10％以上下回る見込みとなったため、お知らせするもので

あります。 
 

当中間期は、前年度の構造改革を終え、新生ケンウッドとして迎える初めての中間期であり、売上高におい

ては、構造改革による売上高への影響および円高の影響による売上高評価減などにより、前回公表予想値を

下回る見込みとなりました。 
しかしながら、単体の損益は前年対比はもとより、前回公表値に対しても大幅に改善し、計画を上回る見込

みであります。 
 
 
＜業績予想について＞ 

連結売上高は、円高による海外販社の売上高評価減の影響、構造改革による売上高への影響に加え、

SARS・イラク戦争等によるオーディオ市場への影響が後半復活しきれなかった点などにより、前回発表予想

を下回る 880 億円となる見込みです。 
単体売上高につきましても、連結と同様の理由により、前回発表予想を下回る630億円となる見込みです。 
しかしながら、単体の利益面では為替予約の効果および昨年来続けている事業とコストの構造改革の効果

が寄与し、経常利益は前回発表予想を大幅に上回る 38 億円を達成できる見通しです。 
また、単体の当期純利益は、海外子会社への引当金計上等の円高による評価性損失の発生等はありまし

たが、経常利益の改善により前回発表予想を若干上回る 26 億円となる見込みであり、単体では平成 11 年 9
月期以来、4 期ぶりの中間期黒字化となります。 

なお、連結につきましても、旧商品の販売促進を進めるなど事業強化による減益要因はありましたが、前回

発表予想に近い当期純利益 32 億円強(対前年同期比 270%増)を確保できる見込みです。 
 

＜財務体質の改善について＞ 
当社の課題であります財務体質の改善につきましては、厳しい状況下ではありましたが、期初より取り組ん

でまいりました生産革新の効果によって連結棚卸資産の削減(前期末 323 億円対比△43 億円程度)が進み、

これによるキャッシュ・フロー効果も加わって、連結有利子負債は、前期末比で 120 億円程度圧縮できる見通

しであり、「エクセレント ケンウッド・プラン」に基づく財務体質の改善・強化は着実に進んでおります。 
 
 
なお、通期の業績予想につきましては現在精査中であり、11 月 14 日に予定しております中間決算発表時

に、お知らせいたします。 
 
 

以 上 

 

注意事項 

上記の業績見通しは、当社が現時点で入手可能な情報から得た判断に基づく将来の予想であり、実際の業績は、様々な要素により、これらの

業績見通しとは大きく異なる結果となり得ることをご承知おきください。従いまして、これらの見通しのみに依拠した判断をされることはお控えいた

だくようお願いいたします。 

 


